
第一章 総  則 

１ 目的及び趣旨 

この施行要領は、給水装置の工事設計、施行及び管理を適正かつ合理的に行うため

関係法令に基づき水道メーターより上流側の給水装置に対し構造、材質及び施工方法

その他の条件について必要最低限の指定事項を定める。一方、当該メーターの下流側

給水装置については、給水システム全体として性能を確保し維持できるよう施工方法

及び材料選定等を定めるものとする。 

 

２ 用語の定義 

管理者 水道事業及び下水道事業の管理者の権限を行う登米市長をいう。 

上下水道部 登米市上下水道部をいう。 

指定事業者 
登米市指定給水装置工事事業者をいう。水道法第16条の２第

１項により管理者が指定した者をいう。 

主任技術者 
水道法第25条の４第１項により指定事業者が給水装置工事主

任技術者として選任した者をいう。 

法 水道法(昭和32年法律第177号)をいう。 

施行令 水道法施行令(昭和32年政令第336号)をいう。 

施行規則 水道法施行規則(昭和32年厚生省令第45号)をいう。 

構造及び材質の基準 施行令第６条をいう。 

基準省令 
給水装置の構造及び材質の基準に関する省令(平成９年厚生

省令第14号)をいう。 

厚生省通知 
平成９年厚生省衛水第203号通知別添２、給水装置標準計画・

施工方法をいう。 

条例 登米市水道事業給水条例(平成17年条例第219号)をいう。 

施行規程 
登米市水道事業給水条例施行規程(平成22年登米市水道事業

管理規程第８号をいう。 

施行要領 本施行要領をいう。 

給水装置 

需要者に水道水を供給するために管理者が施設した配水管か

ら分岐して設けられた給水管及びこれに直結する給水用具を

いう。〈法第３条第９項〉 

配水管 
配水池又は配水ポンプを起点として配水(輸送・分配・供給)

するために管理者が布設した管をいう。 

給水管 
配水管(他の給水管を含む。)から個別の需要者に給水するた

めに分岐して設けられた管をいう。 
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給水用具 給水管と直結して、有圧のままで給水できる用具をいう。 

導管設備 

(受水槽以下設備) 

配水管から分岐した給水管及び給水用具に直結していない管

類及び器具類をいう。 

※いわゆる吐水空間を有し水利的一体性を失わせて、目的箇

所へ導くための管及び目的箇所で用いる器具類 

給水装置工事 
給水装置の設置又は変更の工事(調査からしゅん工検査まで

の一連の過程を含む。)をいう。〈法第３条第11項〉 

共用栓 
給水栓を屋外に設置し、かつ、２世帯等の複数以上で当該装

置を共用又は公衆の用に共用する場合の栓名称をいう。 

共用管 

給水管の性格を有し、私道又は通路に縦断的な配管を行い、

複数の分岐を目的として布設する給水管をいう。しゅん工後

に寄付採納を受けた給水管は、配水管の付属施設となる。 

 

図(配水・給水・共用管区分図) 
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